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1.自己紹介
【氏名】番場 さち子（ばんば・さちこ）

【生年月日】1961/3/3 生まれ

【出身】福島県南相馬市

【略歴】

南相馬市にて小中高生向け学習塾“番場塾”を開業。

2011年3月 東日本大震災および原発事故により、約110名の生徒が0名

に公教育機能が停止する中で、地域の小中高生を連日約30-40名塾に

受け入れ授業・教材を無償提供

たった一人の生徒のために採算度外視で塾を再開

任意団体「ベテランママの会」を立ち上げ南相馬市医療再建会議委員とし
て

東京大学医科学研究所、南相馬市立総合病院などとの協働のもと

放射能に関する勉強会を主催し、南相馬市に留まることを選択した

子育て世帯向けの不安緩和の仕組みづくりに取り組み始める

第１回日本復興の光大賞（2015年）・第６回地域再生大賞優秀賞受賞（2016年）
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番場ゼミナール



南相馬市における最大の不運
分断！

小高区

原町区

鹿島区

福島第一原発

南相馬市立総合病院
番場ゼミナール（２３キロ）









March 11  pm 6:33



2011・3・13





2011・3・15





避難所 ２０１１．３．１５（伊達市）

スクリーニングを受けないと避難所に
入れてもらえなかった原発30km圏内の住民たち



おかしいと思いませんか？！！
30キロ圏内でも0.2µ㏜から

50キロの 1.0μ㏜への避難生活



2011・3・15 段ボールの温かさが身にしみました



2011・3・29





学校が始まらない！！
行き場のない子どもたちをどうするのか？

親たちの焦りと不安・・・

子どもの居場所を作ろう

無料学習会ミニスクール
を立ち上げる



教育者のくせに！！罵声の電話

子どもを強制避難させないで受け入れて
いるとは何事だ！！！

→ここに帰って来た子どもには理由が
ある！

ここに住む子どもにも教育を受ける
権利がある！

責任は私が取る！！



PCリース会社からの電話
･30キロ圏内に社員を入れるわけにはいかない！

→使えないPCはお返しします。と私。
･放射能浴びたPC返されても困る！



驚愕！！いきなりの延滞金請求！



会津 中通り

浜通り

福島県浜通り
2011年3月11日
世界初 トリプル災害
•巨大地震
（マグニチュード9.0・震度6）

•津波：
南相馬市原町区北泉（津波高8.6m）

•原発事故：
福島第一原発事故



NHK職員教育で
テレビや新聞報道

3割の人が福島県産を
食べません！
（7割の人は普通に食べています）

こういう報道止めて欲しい



大家さんからの質問

荷物どうしますか？
（小高区の20キロ圏内の方が家を探しています）

⇓
撤退を決意

「命の方が大切です。いつ戻ってくるかわからない
子どもたちの荷物は処分します」と即答



5部屋を3日で片付け･･
トラック4台分の教室の財産･思い出の荷物を処分
最後のトラックを見送る私の代わりに保護者が泣いてくれました



2011/3/11



5人の弁護士
自己破産を勧められる

･南相馬に暮らし続けたいなら職業を変えるべき
･塾を続けたいなら他の場所に引っ越すべき
･リース代や借金などが破産することでまっさらになる



トラック4台分の荷物の請求・・「領収書を添付して」
→東電からの電話

1.東電はあなたに塾を辞めてくれと言っていない
2.塾閉鎖はあなたの自己決断です
3.東電に因果関係はありません

→じゃあ114名が0になったのはなぜですか？？
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震災を体験し、地震と津波の恐怖に慄きなが
ら、放射線の不安にも苛まれました
きっとこれからは心の病が増えるであろう・・
それが｢ベテランママの会」の出発点です
まず出来る事から・・・

被災者の体験や不安・叫びを聴き取る傾聴
が始まりました



南相馬市で何が起こっているか？

医療崩壊
福祉体制の疲弊
介護難民

差別・偏見
風評被害

アルコール依存
慢性疾患

コミュニティ
崩壊孤立



「自殺」歯止めかからず

県内 被災3県で最多54人
まとまらない防止策 初の合同会議

福島民報 6月21日





妻に傷害致死容疑で逮捕 原発事故避難で近隣トラブルも - 朝日新聞

福島県警相馬署は、妻にけがをさせたとして相馬市新沼の無職斎藤敏明容疑者（７２）を傷害の疑いで９
日深夜、緊急逮捕し、１０日発表した。妻は搬送先の病院で死亡が確認されたため、県警は１１日に遺体を司
法解剖して死因を特定し、容疑を傷害致死に切り替えることを検討している。
同署によると、斎藤容疑者は２日から８日にかけて複数回、妻の悦子さん（６６）の顔を殴って踏みつけたり、
腹部を蹴ったりしてけがを負わせた疑いがある。
斎藤容疑者は９日午後７時半すぎ、「自宅で妻が意識をなくしている」などと１１９番通報。駆け付けた救急
隊員が、心肺停止状態で倒れていた悦子さんの顔や腹に外傷や皮下出血を見つけ、警察に連絡した。
斎藤容疑者は当時酒に酔っており、妻に暴行を加えたことを認めているという。
■「あのとき止めていれば」
夫婦間の暴力（ＤＶ）があった直後とみられる斎藤夫妻の様子を８日夕、近所の人が目撃していた。周囲へ
の取材から、斎藤容疑者が東京電力福島第一原発事故の避難によるストレスで心身に不調をきたし、近隣
でのトラブルをへて暴行に及んだ可能性が浮かんだ。
近所の３０代の夫婦によると、悦子さんは８日午後６時すぎ、自宅前の路上に倒れていた。「どうしたんです
か。こんな所で寝ていたら車にひかれるから」と声をかけると「大丈夫。私なんか……」とふらふらと立ち上
がった。直後に斎藤容疑者が現れ、「構うな」と悦子さんを自宅に連れ帰ったという。
悦子さんを助けようとした夫婦は「あのとき強く助けを求めてくれたら、こんなことにならなかったかも」と残念
そうに話す。
親族らの話では、斎藤夫妻は南相馬市小高区大富で和牛を飼う畜産農家だった。自宅が原発事故の旧警
戒区域に入って避難を強いられ、２０１３年１月から現在の相馬市内の避難者用借り上げアパートに住む。
斎藤容疑者はその頃から心身の状態が悪化、ふさぎ込んで家にこもりがちな日々が続いた。が、今春から
は酒を飲んで出歩く姿も見られるようになった。
５月初めには、同郷の避難者が稲作を再開する相馬市内の水田に行って「俺が教えるやり方でやれ」など
と酒の臭いをさせながら言い、知人に連れ戻されたことも。市内の居酒屋では他の客から「避難者は賠償金
がいっぱいもらえていい」などと言われて殴り合いとなり、ビール瓶で額と手の甲にけがを負ったという。
その話を本人から聞いた同郷の４０代女性は「ふだんはおとなしい人。狭いアパートで農業もできなくなった。
その鬱屈（うっくつ）が、交通事故で足が不自由になった悦子さんに向かったのでは」と推測する。

http://www.asahi.com/topics/word/福島県警.html
http://www.asahi.com/topics/word/傷害致死.html
http://www.asahi.com/topics/word/皮下出血.html
http://www.asahi.com/shinsai_fukkou/fukushima_daiichi/
http://www.asahi.com/topics/word/南相馬市.html
http://www.asahi.com/topics/word/居酒屋.html


震災後の新たな出会い
元東京大学医科学研究所 上昌広先生
南相馬市立総合病院他非常勤医師 坪倉正治先生



～坪倉先生の正しい放射能のお話会～
地元南相馬だけでなく
名古屋や東京で100回以上 4000人以上が耳を傾けた



一番叩かれていた時期・・・2012/２月頃

坪倉正治先生と二人だけの打ち上げ
ストレスで顔面麻痺の頃
お蔭様であ・うんの呼吸ができましたが…



｢医師と市民の集い」がスタート 2012/3/13
医師も人間・・文句ばかり言われていては疲弊します・・
我々の命を預かる医師を励ますために始まりました



被災３県でも福島県は自殺者(他県の3倍）

が多いことを危惧
但し男性向けには難しいと考え
女性のための講座を始める
「お母さんを元気にしよう！」
２０１２年６月よりニットサークルを皮切りにカルチャー倶楽部
を立ち上げ

２０１２年７月より｢女性が元気で輝くために」女性講座を始め
る



女性講座第１弾
加藤茂明先生＆小原まみ子先生

元東大教授 分子生物学の権威

解りやすいお話しで市民も熱心に勉強 亀田総合病院腎臓高血圧部長

自ら血圧計の正しい測定を指導



カッコイイ大人の話をきこう！

被災地南相馬市は陸の孤島になりましたが 沢山の大人たちが支援に来て
くれるようにもなりました

世の中にはいろいろな職業があることやいろいろな考えがあることを子ども
たちに知って欲しくて カッコイイ大人の話をきこう！がスタートしました



「ベテランママの会」のイベント

坪倉先生の正しい放射能のお話し会が100回以上
4000名以上の方が参加

ニットサークルを皮切りに、フラワーアレンジメント、
エステ、足裏マッサージ 女性講座及び講演会や
癒しのコンサート、心の健康講話など
「かっこいい大人の話を聞こう」｢駅マエ保健室」
「福島学カフェ」「復興本社って何してるんですか？」
のべ17942名以上が参加（2017年3月現在）



冊子を作ろう！まずは寄付集め

発表した翌日から・・・

『被災者なんだから
被災者らしい事をしろ！』
と電話攻撃・・・

被災者らしいことって
なんですか？？



小冊子
「福島県南相馬発

坪倉正治先生のよくわかる放射線教室」

日本語版初版20000冊 再版20000冊 ３版10000冊
英語版10000冊 責任者として「覚悟」の顔写

真





東京新聞「東北復興日記」
関東近郊の高齢女性から大反響

・「こんなおばあさんになって何もしてあげられないこ
とに歯がゆさを感じていた
もう目も見えないので毛糸を使って欲しい

やっと自分にも被災者の方にできることがみつかりま
した ありがとう」
・｢母の形見を役立てて欲しい」

・「一人で暮らしていて誰とも話さない日がある･･･み
んなで編み物楽しいでしょうね」
･「亡き妻の遺品です 活かしてください」
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学校の現実







2013.4.30. 浪江町請戸にて

震災の日のままの場所があること



20キロ圏内



おびただしい数の汚染土



解決はいつ！？

福島第一原発より5キロ地点・震災の日のままです。





福島県内のみで
1000万袋

国は福島から
出すと宣言！

仮置き場3年契約
2020年まで
中間貯蔵施設
最大7割最小4割
（未だ契約1.8％）



「フクシマ」の差別を受けるが
あれは東京電力の汚染物

我々は東北電力管轄なので
お預かりしているだけ

ぜひ若い方々のお知恵を
拝借したい



「福島復興本社って何してるんですか？」

Yahoo newsのトップ記事に！２０１５年11月



東京電力副社長
福島復興本社代表
との講演活動



東電側→
賠償は最後のお一人まで貫徹

実際→トラック４台分の荷物
赤字の経営
拒絶（東電はうそつき）



1万8,194件過去最多
震災3年深刻化 喪失感・孤独・自責の念...



2014年6月よりスタート

「すまいる工房」（ベテランママの会東京支部）

→都内に出た福島人をサポート/特に若者の引きこもり



番來舎をオープン 2014年11月
じっくり話せて泣ける場所が必要と考え・・・・

物件探しに3年半かかりました



2014年7月よりスタート

「Angel girls」（女の子の相談室）
→いじめ、不登校、性暴力、DVなどの相談室

被災地ではDVや性暴力 児童虐待も増加



第１回日本復興の光大賞受賞



地域再生大賞優秀賞受賞



全国で放射線教育を



放射線とは？

放射性物質（放射能）が出す、見えない光

放射線は移りません

•ウラン
•セシウム
•ヨウ素
•ストロンチウム
•プルトニウム,,,,,,,

【補足資料】



どうやって浴びてしまうの？

食べ物、水、ほこりなど

まわりの環境から



内部被ばく検査

Whole body 

counterによる
体内放射能測定



セシウムは排出される

年齢が低ければ低いほど

男性より女性の方が

妊婦の方が

排出が早い。

大人80日程度

 1歳 10日程度 6歳 30日程度

 10歳 50日程度 15歳で70日程度



Nomura Set al. PLoS ONE 2013; 8(3): e60192. 

青：避難した施設
緑：避難しなかった施設

3.11以前

3.11以降

災害前後の長期療養施設患者の生存曲線

• 災害後に死亡率は増加
• 避難した方が増加率が高い

では、逃げなければ、誰が診る？



Case 4. 被災地の医療崩壊
病院の特徴

病院スタッフの8-9割は女性

その半数以上は家庭を持っている

資格職は外で職業を見つけやすい。

たくさんの外注業者（清掃・物品・メンテナンス）

震災後の現状

子供の被ばく・いじめが怖くて帰りたくない

夫の職がなければ帰らない

教育レベルが低下→育児上もよくない

本音

舅・姑から離れて暮らせる

逃げた、と後ろ指を指される

医療崩壊



Case 5. 避難生活による健康被害

仮設住宅の健康リスク
 運動不足

失業
狭い居住環境

郊外に建設
→店が遠い、道が暗い
→車への依存 、生鮮食品摂取の減少

精神状態の悪化
劣悪な住環境
生活習慣の悪化
家族の喪失
失業
自信の喪失



REUTERS Dec 30, 2013

Special Report: Japan's homeless 

recruited for murky Fukushima clean-

up

現在福島では約2万人の除染作業員

日雇い労働者やホームレスもリクルート

→平均的な生活・経済レベルが低い

=確率的に健康レベルも低い

（個々人の責任ではない）

住環境・労働環境も悪い

Case 7. 除染作業員の健康問題



南相馬市で入院した除染業員の背景

飲酒 83 (74％）
大量飲酒 28 （25％)

喫煙者 94 （83％）
1日15本以上 64 (57％)

保険未加入 11 (10％)
未治療の高血圧 57 （50％）
未治療の糖尿病 18 （16％）
未治療の高脂血症 37 （33％）

Sawano T et al. BMJ Open 2016；6(12) e013885

患者・未払いの問題が医療を圧迫している



幼稚園の子どもたちへの影響

2011年
 4月、5月 「親から離れても泣かない（泣けない）」
 6月 奇声、けんか、不機嫌

2013年
• 外遊びに慣れておらず、遊具でけがが多発
• 虫を集めて殺す→「自然は悪いもの・こわいもの」
• 砂遊びができない
• コミュニケーションができない（一方的な会話）

→メディア脳？

2015年
• 意欲がない
• かみつき、ひっかき、怒り
• 自己肯定感の低いこども



健康被害のまとめ

原発事故によって起きた健康被害は、放射能被害よりも
はるかに大きい。

その多くは現在進行形である。

しかし、放射能とがんの事ばかり話すことによって

 大量の健康被害が見落とされている

 風評被害が収まらない

未来の災害に対する備えがないまま再稼働が始まっている

福島の「健康復興」は、
世界中にとって重要な課題。



災害は「閾値」である：日常の延長上にある

⇒災害を機に隠されていた社会問題が露呈される

 被災地の高齢者

 被災地の妊婦

 被災地の失業

 災害時の教育

 被災地の医師不足

 災害時の情報共有不足

災害は特殊な事態ではない

しかし、社会をより良くするチャンスである。

（人・モノ・カネ・知恵が集まる）

災害以前から問題

災害は、機会（Opportunity)である

復興は、弱者の少ない街づくりのチャンス



防災・復興は「健康」を中心に

生活

経済

政治

環境

教育

医療

行政

健康

福祉

しかし…



生活

経済

政治

環境

教育

ビジ
ネス

医療

行政健康

現実的には：連携・複雑さの理解



交通・情報・医療インフラの強化
一番の被害は、避難区域のすぐ外側の流通停止。

未来の災害には：逃げ遅れ対策

平時には：交通弱者（特に高齢者）対策
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支援者（含・医療）

避難区域
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廃棄物（一般）
情報

流通停止地帯

情報



住民の健康情報の統一・共有

地域社会で

 誰が

 どんな病気を持っていて

 どんな治療（介護）を受けているか

は、把握されていない。

→大量の「健康弱者」が認知されていない

医療・薬事・介護情報の統一・共有

未来の災害には：薬難民の減少

平時には：過疎地の遠隔医療にも有効



今福島の若者が（も）アツい！

福島の「正の遺産」



発展的復興（Build Back Better）
は世界の課題。





・日本全国災害だらけなど
南海トラフ
不安はある

自分の身は自分で守る



福島の問題

ふたつの風
・風化
・風評



エネルギーの問題
→まずは節電
・水力
・火力
・原子力
・再生可能エネルギー



これから行いたい事

1．エンディングノートの作成

2.放射線基礎知識テストの作成



『相馬野馬追』
一千有余年続く伝統行事



ありがとうございました
一般社団法人ベテランママの会

 Angel girls

番來舎


